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研究成果の概要（和文）：本研究は、「西洋古代末期において、キリスト教神学がどのような思考過程を経て形
成され、中世以降のキリスト教世界の基盤となる神学に発展したか」を明らかにするという目的のもと、古代キ
リスト教教父アウグスティヌスの思想における言語理論の展開を分析することによって、その理論が神学を形成
していく思考の実態を解明した。これによって、アウグスティヌスがその言語理論を展開しながら、初期から後
期に至るまで一貫して「嘘」の概念に注目していること、そしてその概念の深化が固有の人間理解を形成してい
ること、その人間理解が、「原罪」など中世以降に大きな影響を及ぼしたキリスト教神学の議論に直接寄与して
いることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：With the aim of clarifying what kind of thought processes contributed to 
Christian theology in Late Antiquity and developed into the theological basis of Christianity after 
the Middle Ages, this study analyzed how Augustine of Hippo’s theory of language evolved from his 
early to his later works and how the theory connects with his theology. This study clarified that 
Augustine focused on the concept of lying consistently throughout his works and that a deepening of 
the concept related to his anthropology.  Augustinian anthropology provides the foundation for the 
Christian theology, especially the idea of “original sin” that influenced Christianity beginning 
in the Middle Ages.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
アウグスティヌスの言語理論は、20 世紀

後半の思想潮流における記号論や解釈学へ
の関心の高まりとともに注目を集め、急速に
研究が進展した。記号論を端緒に聖書解釈論
を論じている『キリスト教の教え』について
は、20 世紀末に本著作を主題とする国際会
議も開催されるなど、活況を呈した（Duane 
W. H. Arnold and Pamela Bright (eds.), De 
doctrina christiana: A Classic of Western 
Culture, Notre Dame (1995)）。しかし「言
語理論」と言っても、アウグスティヌス 
は言葉を主題とする体系的な議論を提示し
ているのではないため、初期から中期著作の
中で部分的に論じられる、言葉や記号につい
ての議論を抽出する手法によって分析が進
められてきた。 
たしかにこの手法には、アウグスティヌス

の言語理論と他の言語理論の比較を容易に
する利点がある。しかしこの手法によっては、
アウグスティヌスが言葉について論じる本
来の意図を見落とし、その思想の実態を正確
に把握できないと本研究者は考えた。そこで、
先行研究では言語理論の分析対象とされて
いない『キリスト教の教え』第 1 巻の神学的
議論を分析し、アウグスティヌスが神学的議
論と言語理論を関係づけることによって、神
に向かう人間の志向性に解釈の正しさの基
準を見出す独自の聖書解釈論を形成してい
ることを明らかにした（「アウグスティヌス
における聖書解釈と愛の概念」『中世思想研
究』47 (2005)176-182）。 
また、初期から中期の著作において、言語

理論を出発点とする「嘘」の概念についての
議論を分析することよって、その理論が、人
間を「嘘」の罪から免れ得ない存在とみなす
原罪論、罪からの解放をキリストに見出すキ
リスト論に展開していることを明らかにし
た（「『心の口』で語るとはいかなることか―
アウグスティヌス De mendacio における」
『中世哲学研究』26 (2007) 62-73、「アウグ
スティヌス『告白』第 10 巻における自己欺
瞞の理解」『中世思想研究』53 (2011) 59-75）。
これらの研究を通して、言語理論を手がかり
として神学の形成過程を解明しうるという
見通しを得た。 
欧米では 2008 年の Phillip Cary の研究

が、アウグスティヌスの言語理論が神学を形
成していることを指摘した画期である
（Outward Signs: The Powerlessness of 
External Things in Augustine’s Thought, 
Oxford (2008)）。彼は、アウグスティヌスの
言語理論の独自性を指摘するとともに、その
理論が「人間キリスト」の理解、サクラメン
トの理解を形成していることを明らかにし
た。しかし Cary の研究は、言語理論とキリ
スト論の関係に注目しつつも、「ヨハネ福音
書」に由来する「言葉＝キリスト」論の理解
については検討していない。じっさい、アウ
グスティヌスのヨハネ解釈については、2011 

年 の H.A.G. Houghton に よ る 研 究
（ Augustine’s Text of John: Patritic 
Citations and Latin Gospel Manuscripts, 
Oxford (2011)）がその先駆と言えるほど、パ
ウロ解釈と比べ研究が遅れている現状があ
る。 
以上の研究状況をふまえ、本研究者は、ア

ウグスティヌスにおける言語理論に基づく
神学形成の全体像を明らかにするためには、
これまで言語理論の研究対象として十分に
分析されてこなかった、中期から後期著作の
分析が課題であると認識した。この課題に取
り組み、アウグスティヌスの思想が初期から
後期にかけてどのように展開し、後のキリス
ト教思想の土台となる神学を形成したかを
解明するため、本研究を企画した。 

 
２．研究の目的 
先述のとおり、本研究者は本研究に先立ち、

『嘘論』(395 年)、『告白』(397-401 年)、『キ
リスト教の教え』(398 年頃。第四巻は 426 
年)など、アウグスティヌス初期から中期にか
けての著作を中心に、言語理論が彼独自の神
学を形成する過程を明らかにしてきた。この
成果をふまえ、本研究では、『三位一体論』
(399-419 年)、『キリスト教の教え』第 4 巻、
『嘘駁論』(420 年)、『信仰・希望・愛』(421-423 
年)、『神の国』(413-427) など、中期から後
期の著作を中心に、それらにおける言語理論
の展開を分析し、その理論が神学とどのよう
に関係づけられているかを解明することを
目的とした。とくに、人間の言語行為の分析
を通してアウグスティヌスが「嘘」の概念に
関心を寄せて論じていることに注目し、その
議論が彼の初期および中期著作においてキ
リスト論に発展していることを明らかにし
た、本研究者のこれまでの研究成果をふまえ、
彼の後期著作を中心に、「嘘」をめぐる議論
が神学に展開していく過程がどのように変
容しているか（あるいは変容していないか）
に焦点を当てて分析する。それによって、ア
ウグスティヌスが初期から取り組んできた
言語理論がその円熟期にどのように展開し
たか、そしてその理論はどのように神学の形
成に寄与したか、さらにその神学はどのよう
に展開したかを総合的に検証する。 
 
３．研究の方法 
アウグスティヌス初期から中期にかけて

の言語理論、およびそれに基づく神学の形成
過程を分析してきたこれまでの研究を手が
かりとして、本研究では中期から後期にかけ
ての言語理論と、それに基づく神学の形成過
程を、原典テキストの分析によって検証した。
テキスト分析においては、コンピューター・
データベースを使うことによって、思想の展
開の可能性を検証するとともに、用語法の変
化、古代末期の他思想からの影響にも注意を
払って行われた。 
さらに、研究成果は、随時国内外の学会で



発表することによって、常に専門家らとの意
見交換を通して検証しなおしながら、目的達
成に向けて遂行された。 
 

４．研究成果 
(1) 2015 年度 
  研究初年度にあたり、基本的文献の整備に
取り組みながら、アウグスティヌスの初期か
ら後期にかけての思想展開の結節点とも言
える中期著作『告白』の、とくにその最終巻
のテキスト分析を通して、言葉の役割につい
ての彼の理解を明らかにすることに取り組
んだ。そして、この『告白』最終巻（第 13
巻）における詩編解釈を手掛かりに、言葉の
役割についてのアウグスティヌスの考察が
パウロ解釈およびその人間観と密接に関係
づけて考えられていることを明らかにし、そ
の成果を、5 月にデンマーク・オーフス大学
で開催された研究セミナーで発表した[05]。
この研究発表を機に得られた各国専門家ら
との意見交換を参考にしながら、同じテキス
トについてさらに研究を進め、旧約聖書にお
ける「闇」や「淵」の概念が、アウグスティ
ヌスにおいてその人間理解の形成に関係し
ていること、そしてその人間観に基づいて、
アウグスティヌスが「告白」という言語行為
に固有の意味を見出していることを明らか
にした。この研究成果は、8 月にイギリス・
オックスフォード大学で開催された XVII 
International Conference on Patristic 
Studies で発表した[06]。発表後は、Gabor 
Kendeffy 博士をはじめとする初期キリスト
教の専門家らの助言と情報提供を受けなが
ら論文にまとめ、学会誌 Studia Patristica 
に投稿、公刊された[04]。 
 9 月以降は、アウグスティヌス『三位一体
論』における言語理論の研究に着手した。そ
してその第 15 巻における言語理論に、彼の
初期著作における言語論とは区別される議
論の特徴があることを示した。そしてその議
論が彼のキリスト理解と関係していること
を指摘した。この成果は、慶應義塾大学言語
文化研究所紀要に掲載された[02]。さらにこ
の研究を通して課題として見出された、『キ
リスト教の教え』第 4 巻における「生き方
(forma vivendi)」の概念について分析を進め、
この概念が中世以降の修道思想に影響を与
えていることを指摘した。この成果は、3 月
にオーストラリア・ブリズベンで開かれたオ
ーストラリア・カトリック大学初期キリスト
教研究センターの研究集会で発表した[07]。 
 
(2) 2016 年度 
 本研究中間年度においては、アウグスティ
ヌス後期の著作分析を中心に、彼の言語理論
と人間論および神学的議論との関係の分析
を行った。はじめに、昨年度取り組んだアウ
グスティヌス『三位一体論』における「言葉」
の概念の三区分についての分析をさらに進
め、本書におけるアウグスティヌスの言語理

論の特徴を示すとともに、人間のつく嘘と神
のそれの違いについての彼の理解の固有性
を分析した。そしてその成果を、5 月にアメ
リカ・シカゴで開催された The North 
American Patristics Society 年次学会で発表
した [08]。さらに 8 月には、アウグスティヌ
ス『神の国』および『嘘論』等の著作の議論
分析をもとに、彼の倫理思想の背景に、後期
著作においてもなお新プラトン主義に由来
する心身理解があることを明らかにし、その
成果をデンマーク・セナボーで開催された国
際 学 会  “Beyond We and Them: 
Decolonizing Greco-Roman and Biblical 
Antiquities” で発表 [09]、その後論文にまと
め、オーフス大学から発行予定の論文集（Dr. 
Karmen MacKendrich 責任編集）に投稿、
査読済、編集中である。さらに 9 月には、ア
ウグスティヌスにおける自己愛の概念分析
を、初期から後期著作にかけて網羅的に行い、
彼の初期著作と後期著作の間の議論の変化、
彼の人間観とキリスト論の関係ついて検討
し、その成果を Asia-Pacific Early Christian 
Studies Society 第10回年次学会で発表した。
この成果はベルギー・ルーヴァン・カトリッ
ク大学のAnthony Dupont博士の助言を仰ぎ
ながら、論文としてスペインの学会誌 La 
Ciudad de Dios に掲載された [03]。年度末
の 2 月には、本年度 8 月と 9 月に国際学会で
発表した成果をもとに、上智大学中世思想研
究所主催講演会「教父の聖書解釈から考える
『原罪と女性』」において講演を行った。 
 
(3) 2017 年度 
本研究最終年度においては、先行年度内に

行った研究をふまえ、アウグスティヌスの
「原罪」概念に基づく人間理解と「嘘」をめ
ぐる言語論の結節点を明らかにする研究に
取り組んだ。はじめに、アウグスティヌスに
おいて、創世記解釈が彼の嘘論の土台の一つ
となっているという見通しのもと、初期著作
の一つ『マニ教徒に対する「創世記」注解』
を分析した。そしてそこで提示されている解
釈が、人間は自らに嘘をつくあり方をもつが
故に自らを知ることができず、自力では救わ
れないと論じる中期著作『告白』の議論とす
でに一致していることを明らかにした。この
研究は、"Deception and self-knowledge in 
Augustine’s interpretation of the paradise 
myth"と題して 7 月に国際学会で発表 [11]、
その後、発表セッションのオーガナイザー 
Diana Satanciu 博 士 お よ び Andrea 
Bizzozero 博士を編者とする論文集に掲載予
定である。 
続いてこの成果に基づき、中期著作以降、

「嘘」を人間の本性とみなす人間観がどのよ
うに展開しているかを分析した。その結果、
後期著作においては、「あらゆる人間は嘘つ
きである」という初期著作では引用されてい
ない聖書の言葉が重視されており、人間本性
としての「嘘」の概念がアウグスティヌスの



原罪論の軸となっていることを明らかにし
た。この成果は"Lying as a human nature: 
Augustine’s concept of lie in the Pelagian 
controversy"と題して 9 月に国際学会で発表
した [12]。さらに、これら二つの研究を総括
する発表を、11 月に国内学会のシンポジウム
で行った。[13]この報告原稿は『中世思想研
究』第 60 号に投稿済、2018 年 9 月発行予定
である。 また、アウグスティヌスにおける
性差の概念が聖書解釈を土台としながら彼
独自の原罪に基づく人間観と密接に関係し
ていることを、「アウグスティヌスと女性―
―性欲、女性性、友愛」と題し、『愛と相生』
（教友社、2018 年）に掲載した[17]。 
この、本研究最終年度の成果を通して、ア

ウグスティヌスが人間の本性についての洞
察において性差の概念を人間の内面性に適
用していることを見出し、こうした性差の理
解が後世にも影響を及ぼしているとの見通
しを得た。こうした性差についての理解がど
のような思想的影響のもとで形成され、どの
ような思考過程を経て深化しているかにつ
いて解明することは、性差（ジェンダー）を
めぐる現代的問題にも示唆を与え得るもの
であり、目下の研究課題として着手し始めた
ところである。 
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